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研究要旨	

	

	 近年、我が国の外国人男性の HIV 陽性報告数は増加傾向にあり、男性同性間の性的接触による感染が

多数を占めつつある。また、日本語や英語で十分なコミュニケーションをとれない外国人の受診が遅れ

ることも明らかになっている。そこで、本研究では、HIV 検査受検促進や陽性者への医療関連サービス

へのアクセスの改善をめざし、自治体との連携モデルを構築することを目的とする。	

	 本研究では、（1）在留外国人の HIV 検査受検に結びつく効果的な介入方法の検討するために留学生を

対象にヒヤリングと介入方法に関する文献研究を行った。留学生は HIV に関する一定の知識はあるが、

保健所で HIV 検査を無料・匿名で受診できることを知らなかった。外国人の HIV 検査受検促進に関する

介入研究の数は少なかったが、言葉の壁を低くすることと、医療者側から働きかけることが重要である

ことが示唆された。（2）外国人が使い易い検査や医療体制を整えるため、英語・中国語・スペイン語・

ポルトガル語・タイ語による HIV 検査受検支援ツール（以下、支援ツール）をタブレット端末にインス

トールし、保健所と検査センター10 カ所で試用してもらい、その有効性の評価を行った。概ね好評であ

ったが、文字の大きさや画面の切り替えなどで改良が必要であることがわかった。（3）HIV 及び結核の

検査・治療に活用できる医療通訳の育成を行うために、研修を行った。40 人の参加者があり、HIV と結

核について理解を深めてもらうことができた。また、中国語、ベトナム語、フィリピン語、ネパール語

の通訳者を対象としてロールプレイを用い、通訳の質の評価を試みた。通訳者のレベルにあった教材や

研修を用意する必要があることが明らかとなった。（4）台湾と中国の HIV 対策に関する調査と現地 NGO

とのネットワークづくりを行った。更に、2016 年のリオ・デ・ジャネイロオリンピック/パラリンピッ

ク開催期間中の HIV 対策について情報収集を行った。	

	 2 年度目には、支援ツールの改良と医療通訳の育成により、外国人が検査や治療を受けやすい仕組み

を構築しつつ、受検を促進するための効果的な方策を国内外のネットワークを活用しながら検討する。	

	

	

研究分担者	 沢田貴志（神奈川県労働者医療生	  
	 	 	 	 	 	 	 	 活協同組合港町診療所所長） 
研究分担者	 宮首弘子（杏林大学外国学部教授） 
 
Ａ．研究目的 
	 近年、我が国の外国人男性の HIV 陽性報告数は

増加傾向にあり、男性同性間の性的接触による感

染が多数を占めつつある 1）。また、仲尾らは 2）、

我が国で HIV 陽性が判明した外国人のうち、日本

語も英語も不自由であることが多い東アジアを

含む近隣諸国の出身者が増加していることから、

HIV 検査施設や医療施設において、医療通訳の活

用を含めた外国語による検査・治療体制の構築が

必要であるとしている。	

	 我が国の在留外国人と訪日外客数はともに増

加傾向にある。外国人 HIV 感染者の多くは首都圏

で報告されており、2020 年の東京オリンピック開

催に向けて、更に多くの外国人が訪問・滞在する

ことになることが予想されることから、特に首都

圏における外国人の HIV検査や治療へのアクセス
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を向上のための取り組みは急務である。そこで、

本研究では、我が国における外国人の HIV 検査受

検促進や陽性者への医療関連サービスへのアク

セスの改善をめざし、自治体との連携モデルを構

築することを目的とする。	

 
Ｂ．研究方法 
	 上記の目的のために以下のような一連の調査・

検討を行った。 
1.検査の受検に結びつく効果的な介入方法の検討 

HIV 検査の受検に結びつく効果的な介入方法
を検討するために、本年度は、東京都内の大学お

よび日本語学校に在籍している留学生を対象に、

日本における医療サービス利用状況、HIVに関す
る知識と意識、HIV 検査や治療に関する知識、
HIV 検査や治療に関する情報の効果的な伝達方
法について、ヒヤリングを行った。調査は平成 29
年 1月から 2月に実施された。 
また、先進国における発展途上国からの移民の

HIV 検査の受検を促進するために効果的な方法
を探るために文献レビューを行った。PubMed，

PsycINFO，CINAHL，Web of Scienceを用いた。検

索期間は、1997年から 2015年 12月 23日までと

した。取り込み基準は、移民の HIV検査受検率増

加に関する介入を報告した英語の原著論文とし

た。研究の質の評価には、Mixed Methods Appraisal 

Tool（以下、MMAT）を用いた。 

 
2.自治体における HIV 検査時の説明資料の効果
的な活用方法の検討 

	 これまでの研究で作成された HIV検査時の説

明資料である「PC 対応（5 言語版）外国人 HIV 抗

体検査支援ツール」(英語・中国語・スペイン語・

ポルトガル語・タイ語、以下、支援ツール)をタブ

レット端末にインストールした。感染症対策を担

当している行政職を対象とした研修会や研究班

主催のセミナー等の機会を活用し、支援ツールに

ついて広報を実施し、試用を希望する 10 カ所の
保健所・検査施設を対象に支援ツールの貸出しを

行った。 
	 自記式調査票及び検査施設の公表情報から

各施設の対応状況について把握、調査票により試

用しての感想や課題についての聴取を行った。ま

た、一部の保健所や自治体の感染症対策担当者に、

支援ツールの活用について意見を求めた。 
	

3.HIV及び結核の検査・治療に活用できる医療通
訳の教育・活用方法の検討 

	 HIV 検査陽性者に対する告知、HIV 感染症や結

核の治療に対応できる通訳者を育成するために

NPO MICかながわに依頼し、感染症（HIV・結
核）への派遣を任務とする医療通訳の研修を企画

した。 
（1）HIV 及び結核のための医療通訳育成研修の
試みとその効果に関する検討 
	 第 1 回目は、平成 29 年 2 月 16 日に実施され、
HIV と結核に関する基礎知識、保健所の役割、セ

クシャリティー、通訳技術の基礎に関する講義を

行った。その際、研修の効果を測定するために、

研修前後での HIV及び結核に関する知識や意識に

関する質問票による調査を行った。	

	

（2）医療通訳のロールプレイによる技能評価の

取り組み	

	 第 2 回目の研修は、3 月 16 日に実施され、通訳

技術の習得を目的として、中国語・ベトナム語・

ネパール語・フィリピン語の通訳者を対象とし、

シナリオに基づくロールプレイを交えた参加型

の研修を行った。患者役を対象言語の母語者に依

頼し、医師や保健師役は看護師などの医療関係者

に依頼した。通訳者への評価については、通訳プ

ロセスに基づき医療通訳に必要な技能の評価項

目を設定し、それをもとにロールプレイ実習を評

価するものとした（表 1）。1人の評価者が評価項
目ごとに採点した。その合計得点を 100点満点に
換算し、通訳経験年数との相関係数を求めた。 
 
4.海外のエイズ対策に関する情報収集と研究成果
の発信 
	 平成 29 年 1 月 4 日から 9 日に台湾を、2 月 22 日

から 27 日かけて中国を訪問し、MSM 等を支援して	
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いる NGO の活動に関する情報収集を行った。また、 

表１．医療通訳者の通訳技能評価項目	

	

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック（以

下、東京五輪）開催期間における HIV 対策を構築す

るための資料を収集するために、平成 29 年 3 月 17

日から 25 日にかけて、ブラジル保健省とリオ・

デ・ジャネイロ市の保健担当者、NGO を対象に、

2016	 リオ・デ・ジャネイロオリンピック・パラリ

ンピック（以下、リオ五輪）開催時の外国人への

HIV 検査や治療提供体制についてヒヤリングを行っ

た。更に、2月 8 日に公開セミナーを開催し、「外

国人のエイズ・結核の動向とこれからの対策

に求められること」というテーマで本研究班

の沢田貴志研究分担者による講演を行った。	

 
（倫理面への配慮） 

本研究の実施に関し、研究代表者が所属する杏

林大学大学院国際協力研究科の研究倫理委員会

から承認を得た（承認番号 23）。 
 

Ｃ．研究結果 
1. 検査の受検に結びつく効果的な介入方法の検
討 

（1）留学生を対象とした調査 

都内の日本語学校に在学中の 14 人と大学に在
学中の 6 人、合計 20 人から協力が得られた。対
象者の基本属性は、男性 8人（40.0％）、30歳未
満 18人（90.0%）、日本語学習歴 5年間以下 18
人（90.0%）、日本滞在期間1年未満12人（60.0％）
であった。出身国は中国が 8人で も多く、台湾

とベトナムがそれぞれ 4人、ネパール 2人、タイ
とミャンマーが各 1人であった。 
来日をしてから医療施設を受診した経験があ

る者は 5人（25.0％）であった。日本語力がある
学生でも自分の病状をうまく日本語で伝えられ

たなかったと回答していた。保健所については、

聞いたことがある程度で、認知度は低かった。 
HIVや AIDSに関しては、それぞれの出身国の

学校教育を通して基礎的情報を得ていた。しかし、

多くの対象者が AIDS は死の病と認識しており、
感染したら恥ずかしくて人に知られたくないと

考えていた。 
	 日本では保健所で HIV 検査を無料・匿名で受
けられることを対象者全員が知らなかった。日本

で受けられるのであれば受けてみたいと回答す

るものが多かったが、仮に陽性の告知を受ける場

合は、医療通訳が必要ということであった。 
	 日常的に情報を入手するツールとしては、イン

ターネットや SNS が多かった。しかし、インタ
ーネットや SNS の情報には信憑性に欠けるもの
も含まれているため、HIVに関する情報源として
は、公的機関のホームページやポスターの方が良

いという意見もあった。 
 
（2）HIV 検査受検促進のための方策に関する文
献レビュー 

	 3220編がヒットしたが、論文のタイトル、種類、
アブストラクト、重複検索確認により、25編を精
読し、 終的には 4編がレビューの対象となった。 
	 4編のうち 2編は啓発及び教育介入によりHIV

 

プ
ロ
セ
ス 

評価項⽬ 評価適⽤箇所 
の例 

1 

理 
解 

専⾨性：医療関係専⾨⽤語
の内容は理解できているか  

専⾨⽤語 

2 正確性：数字や固有表現を
正確に聞き取れたか 

数字、固有表現 

3 
忠実性：曖昧な表現の意図
を把握しているか 

患者・医療従事
者の曖昧な表現
の明⽰化 

4 ⼀貫性：会話の流れ・ロジッ
クを的確に掴めているか 

⽂脈を明⽰する
接続詞・指⽰語 

5 

⾔
語
変
換 

適確性：受話者の状況に応
じた語彙・表現は適確か 

⾔い換え、縮
約、情報の追加 

6 
円滑性：⾔語の変換がスム
ーズで、会話のキャッチボ
ールが円滑か 

全般 

7 
明瞭性：両⾔語の発⾳やイ
ントネーションは明瞭か 

全般 

8 完全性：訳し漏れはないか  ⻑⽂の発話  

9 ｺ ﾐ ｭ
ﾆ ｹ ｰ
ｼｮﾝ 

仲介：異⽂化や社会背景に
よる誤解を取り除くための
説明・患者擁護を適切な⽅
法で⾏えているか 

確認、解説  

10 
ホスピタリティ：話し⽅や
態度が医療現場の通訳とし
て適切か 

全般 
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検査数の増加を報告していた。介入方法は、アメ

リカのラテン系移民を対象とした HIV 予防教育
プログラム 3）と各種メディア媒体による HIV 関
連の情報提供を行うキャンペーン 4）であった。そ

の他 2 編は、移民を含めた HIV 検査の実施プロ
グラムに関する文献で、カナダにおける結核患者

に対する医療者主導の HIV 検査プログラム 5）、

アメリカにおけるメキシコ系移民のためのモバ

イルヘルスクリニックの展開 6）であった。 
 
2.自治体における HIV 検査時の説明資料の効果
的な活用方法の検討 

	 研究に協力してくれた 10 施設のうち外国語で
の対応を行っていたのは 2施設であった。 
	 2017年 3月 31日現在、回答が得られた 7施設
の回答者の職種は保健師 6人と検査技師 1人、外
国人の検査対応経験数はそれぞれ 1-4 人が 2 人、
5−9人が 1人、10人以上が 4人であった。 
	 支援ツールの視認性、切り替え、十分さ、的確

さ、解り易さ、有用性については概ね良好な評価

であったが、性感染症の説明も含めた欲しいなど、

改善点に関する指摘もあった。また、文字の大き

さ、画面の切り替えに関する改善の提案や要望も

あった。 
	 今後、このままでも利用した 2人、改善があれ
ば利用したい 4人であった。 
	  
3.HIV及び結核の検査・治療に活用できる医療通
訳の教育・活用方法の検討 
（1）HIV 及び結核のための医療通訳育成研修の試

みとその効果に関する検討	

	 10言語 40人の研修参加者があったが、このう
ち調査参加に同意をした 39 人のプロフィールと
通訳経験、研修前後での結核・HIVに関する知識、
意識、行動に関する変化を表２から５に示す。女

性（79.4％）、日本出身者（76.9％）、50歳代以
上（71.8％）、大卒（87.2％）の割合が高かった。 
 通訳経験 1 年未満の割合と 1 年以上の割合がほ
ぼ同じであったが、参加者の多くが結核患者と

HIV感染者の通訳をしたことがなかった（79.5％、

87.2％）。 
	 全般に研修終了後に正答率が改善したが、副作

用・日和見感染など改善の十分ではない設問もあ

った。結核やＨＩＶに対する恐怖感・不安感は元 
 
表２．通訳研修参加者のプロフィール 

 
表３．通訳活動経験 

 
表４．結核と HIVに関する知識の変化 

 

  	 人数 ％	

性別 女	 31	 	

 男	 8	 	

出身国 日本	 30	 	

(無回答１) 外国	 	9	 	

年齢 20-29	 1	 	

 30-39	 4	 	

 40-49	 6	 	

 50-59	 17	 	

 60-	 11	 	

学歴 高卒	 2	 	

 短大卒	 2	 	

 大卒	 26	 	

 大学院卒	 8	 	

  人数 ％	

活動期間 なし	 12	 	

 1 年未満	 4	 	

 1 年～5 年未満	 12	 	

 5 年～10 年未満	 	5	 	

 10 年以上	 6	 	

結核通訳経験 あり	 9	 	

 なし	 31	 	

HIV通訳経験 あり	 	6	 	

 なし	 33	 	

 研修前 
正答数(率) 

研修後 
正答数(率) 

結核 	 	 	 	

	 標準治療の薬剤数 2	 5.1	 30	 90.9	 

感染性のある結核 23	 59.0	 31	 93.9	 

特徴的な症状 29	 74.4	 29	 87.9	 

	 主な副作用の知識 10	 25.6	 9	 27.3	 

	 診断に有用な検査 22	 56.4	 30	 90.9	 

HIV 	 	 	  

	 HIVの感染経路 31	 79.5	 33	 100	 

	 AIDSと CD4値 5	 12.8	 31	 93.9	 

	 主な日和見感染症 14	 35.9	 16	 48.5	 

	 HAARTの薬剤数 14	 35.9	 27	 81.8	 

	 HIVの治療予後 19	 48.7	 33	 100	 
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から少なく、支持的な行動意志も研修前から高い

ため差が顕著ではないが、改善傾向が認められた。 
 
表５．結核・HIVへの認識・行動意志の変化 

 
（2）医療通訳のロールプレイによる技能評価の
取り組み 
	 参加者 13人のプロフィールを表６に示した。 
 
表６．参加者のプロフィール 

 
女性、日本国出身、50歳以上、大卒以上の人の
占める割合が高かった。通訳言語別人数は、中

国語 6人、ネパール語 3人、フィリピン語 2
人、ベトナム語 2人であった。通訳経験は「経
験なし」も含めて 5年未満が 5人であった。
HIV感染者の通訳経験者も 4人いた。 
	 100 点満点に換算した得点の 高点は 100 点、
低点は 28点であった。 

	 100満点に換算した評価得点と通訳経験年数と
の間には正の相関が認められた（図１）。 
 
4.海外のエイズ対策に関する情報収集と研究成果
の発信 

（1）海外のエイズ対策 
	 台湾と中国を訪問した。台湾では MSM 支援団

体が、コミュニティーセンターを拠点として、 

 

図 1．研修参加者の活動年数とロールプレイの得
点の散布図 
 
HIV 感染予防のための情報提供、HIV 検査、感染

者の支援、セクシャルマイノリティーに関する

啓蒙活動などを行っていた。中国では、出会い

系アプリを運営する会社が企業の社会的貢献活

動として、インターネット上にプラットフォー

ムを開設し、中国国内の NGO がオンラインで HIV

感染予防、感染者支援、セクシャルマイノリテ

ィーの居場所作りなどの活動を行っていた。ま

た、HIV 検査を提供し、早期発見早期治療に向け

た活動を展開していた。台湾及び中国の NGO と

の共同研究及び HIV 感染予防に関する情報交換

について検討をすることになった。	

(2)リオ五輪の HIV 対策 
	 ブラジルでは、統一医療システム(SUS)のもと、

HIV 検査、PEP(Post-Exposure	Prophylaxis)、ART

（抗レトロウイルス療法）を公的保健医療施設で

自己負担無く利用できる。リオ五輪期間中もこの

仕組みにより五輪関連の来訪者に対する HIV関連

の保健医療サービスの提供を行っていた。保健省

や UNAIDS などの国際機関、NGO と連携しながら、

400 万個のコンドームを、選手村、医療施設、公

共施設、観光案内施設、繁華街のレストランやバ

 前 後 
結核はとても怖い病気 ９	 １	

AIDSを友人と話したくない ２	 	0	

咳や痰が続いたら受診を勧める 28	 29	

同僚がエイズで服薬でも不安ない 8	 18	

結核の友人通訳してあげる 14	 23	

エイズの通訳依頼引受ける 18	 22	

  人数 ％	

性別 女	 10	 76.9	

 男	 3	 23.1	

出身国 日本	 8	 61.5	

 外国	 	5	 28.5	

年齢 20-29	 1	 	7.7	

 30-39	 2	 15.4	

 40-49	 2	 15.4	

 50-59	 6	 46.2	

 60-	 2	 15.4	

学歴 高卒	 1	 	7.7	

 大卒	 7	 53.8	

 大学院卒	 3	 23.1	

 その他	 2	 15.4	
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ーなどで配布をした。また、HIV を含む性感染症

の予防やリオ市内の保健医療サービスに関する

ポケットリーフレットを選手村、公共施設、保健

医療機関などで配布をした。更に、ART を紛失し

た外国人に対応するためのプロトコールを作成

し、対応していた。保健医療施設に医療通訳を常

駐又は派遣する仕組みを設けることはせず、言語

が理由で患者と意思疎通ができない場合は、

Google 翻訳を使って対応していた。	

	 リオ五輪期間中及びその後の期間において、

HIV を含む性感染症の症例数が増加したという報

告は無く、HIV 感染予防対策は成果を上げること

ができたとの認識であった。	

（3）公開セミナーの開催	

	 沢田貴志分担研究者による「外国人のエイズ・

結核の動向とこれからの対策に求められるこ

と」を平成 29 年 2 月 8 日に開催した。参加者

は 22 人で、行政関係者の参加が多かった。 
	 外国人の人口が増加を続ける中で、日本国内で

報告される結核患者に占める外国生まれ患者の

割合は増加を続けている。一方、エイズ動向委員

会によれば HIV･AIDS	報告にしめる外国人の割合

は減少傾向である。こうした結核と HIV の動向の

差違が今後も継続するものなのか、将来予測を行

うための分析を行った。	

法務省入国管理局の在住外国人統計、結核研究

所疫学情報センターによる外国生まれの結核患

者の動向を比較することで、結核患者のこの間の

動向の変化についてその理由を検討した。次に、

「外国人におけるエイズ予防指針の実効性を高

めるための方策に関する研究」班が 2013 年に実
施した拠点病院を受診した HIV 陽性外国人の国
籍別の分析をもとに、外国人 HIV の今後の動向
についての検討を行った。 
	 現在、外国人結核患者の急増に大きな影響を与

えているのは、近年増加している技能実習生・日

本語学校生などであり、出身国別ではベトナム、

ネパール、インドネシアなどの増加が著しい。

HIVについては、従来多数を占めていたタイ・ブ
ラジル・ウガンダなどの出身者の減少が著しく一

旦減少傾向となっているが、中国・フィリピンな

ど在住人口の多い国での出身国側での有病率が

高くなっていること、ベトナム・ネパール・イン

ドネシアなど近年急速に人口が増えた国の出身

地で結核同様に HIV の有病率も高いことなどか
ら、近い将来 HIV に占める外国人の割合が再度
増加に転ずることが予測される。こうした外国人

は日本語も英語も不自由なことが多く、検査や治

療へのアクセスを改善するために外国語で対応

する体制の整備が急務である。 
 
Ｄ．考察 
1. 検査の受検に結びつく効果的な介入方法の検
討 

（1）ある程度日本語ができる日本語学校の学生
から、かなり日本語が堪能な大学の留学生までヒ

ヤリングすることができた。協力者のほとんどが

日常の日本語会話は問題なく、多くの人が自分意

見を述べるなど込み入った内容の対応も問題な

いと見受けられたが、病気になった場合は、自分

の現在の日本語能力では受診するには不安があ

り、通訳が必要だと口を揃えていた。専門用語や

知識への理解不足、合わせて病気になった時の心

理的な負担がうかがえた。 
	 HIV や AIDS に関する知識の差はほぼ見られ
ず、各国政府の積極的な取り組みがうかがえた。

一方では、AIDS に感染したら恥ずかしいという
ある種の偏見も依然として残っていることも印

象づけられた。 
	 保健所の検査システムに対する認知度が低く、

効果的な宣伝が課題であると考える。 
	 在日外国人に必要な情報を効果的に伝えるツ

ールとしてはインターネットやポスターなどが

あげられた。多様に方法でアプローチすることが

重要である。 
 
（2）日本における在留外国人の HIV 検査受検

率の向上を図るため、高所得国における低・中所

得国からの移民の HIV 検査受検数の増加に関す

る効果的な介入方法について検討した結果、その
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効果が示唆された介入方法として、移民の母国語

による HIV予防プログラムの提供、HIVの情報を

提供する複数のメディア媒体を用いたキャンペ

ーンの実施、医療者主導の HIV検査の実施、モバ

イルヘルスクリニックの展開が示された。この中

には、日本でも既に取り組まれている内容も含ま

れていたが、日本からの報告は今回のレビューの

対象にはならなかった。今後は、これらの知見を

踏まえて、日本においての HIV検査の受検に結び

つく効果的な介入方法を検討し、その効果につい

て研究を進める必要がある。 

 

2.自治体における HIV 検査時の説明資料の効果
的な活用方法の検討 

	 現状では、多くの無料匿名検査会場では予約の

受付は日本語で行っており、日本語の解らない外

国人への対応が困難であるとの案内を行ってい

る。 
	 英語・中国語・ポルトガル語・スペイン語・タ

イ語などでの検査事業を行っている検査施設も

少数ながらあるが、一部の検査施設に外国語の検

査が集中することで業務の負担が大きくなって

いるとの指摘もあった。こうした中で、言葉が不

自由な外国人の人口は増加を続けており、より多

くの検査施設がこうした受検者に対応できるよ

うになることが必要である。 
	 今回の検査ツールは、外国語通訳が不在の検査

施設でもプレカウンセリングから採血まで、もし

くは迅速検査の告知までを対応し、陽性告知の場

合に通訳をつけるようにするという形で一般の

施設でも通訳体制をとれるようにすることを目

指している。 
	 試用した施設からのフィードバックによれば、

検査ツールが一定の役割を果たせることが示さ

れた。一方で、他の性感染症の説明など保健所が

同時に行っているサービスにも対応して欲しい

という要望や、利便性を改善するための要望など

が寄せられており、今後より使いやすいものにす

る工夫が必要である。また、今年度作成したベト

ナム語、フィリピン語、ビルマ語、ネパール語、

インドネシア語の支援ツールについてもタブレ

ット端末に導入し、その有用性についても検討し

て行きたい。 

 
3.HIV及び結核の検査・治療に活用できる医療通
訳の教育・活用方法の検討 
（1）４０人と多数の研修参加者が得られ、潜在的

に医療通訳を担う意欲のある人材がいることが

うかがわれた。しかし、これまで１５年間通訳事

業が自治体主導で行われてきた神奈川県での結

果で有り他の地域で同様の結果が期待できると

は限らず、今後他の地域を含めた検討が必要であ

る。 
	 英語やスペイン語など日本人の学習者がいる

言語や中国語のように在住外国人の間に社会的

基盤を整えている人口が大きい言語で多数の人

材が得られたが、フィリピン語・ベトナム語など

人材不足が従来から指摘されている言語で参加

者数が伸びなかったことは課題である。 
	 知識の習得に関してはおおむね良好であった

が、副作用・日和見感染など複雑な内容について

は十分な知識の改善ができたとは言えず、今後の

研修での改善が求められる。特に日本語が母語で

ない参加者での理解に困難があった可能性が有

り、更なる分析を踏まえて研修への工夫が必要で

ある。 
	 態度についてはもともと理解のある集団であ

ることも有り、差違が小さかった。しかし、不安

を持っている参加者も少数ながら有り、また情報

の少ない外国人の方が不安感が大きい可能性も

あり更に検討が必要である。 
 
(2) 4言語 13名の参加者が得られたが、使用言語
も経験年数も異なる者が同じロールプレイの教

材を使って研修を実施するのは初の試みで、多く

の示唆を得られた。研修参加者は大きく初級者

（未経験～活動 5年未満）と上級者（5年以上）
の二つのグループに分けることができ、それぞれ

学習する課題が異なるため、参加者のレベルに応

じた研修内容や教材の必要性が明らかとなった。 
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	 今回の研修ではロールプレイを行った。仲間同

士でお互いの通訳パフォーマンスを見ることに

よって、普段気づかなかった問題点に気づき、日

頃気になる訳しにくいところや対応に困る点を

みんなと議論することができた。ロールプレイを

通して現場で遭遇するであろう問題点にフォー

カスして、より的確な通訳を目指す研修を定期的

に行うことが効果的であることが示唆された。 
	 医療通訳のみならず通訳者の質に対する評価

基準や方法は通訳学校や通訳エージェント及び

医療通訳者を派遣する NGO などの機関によって
独自に作成されるもので、詳細は必ずしも公表さ

れていない。そのため、医療通訳を利用する医療

従事者に通訳者の質を担保するができることを

如何に可視化するかは課題である。そこで、今回

実施したチェックリストによる評価は、統一した

評価項目による数値評価が評価過程を可視化で

き、一定の説得力につながると考えた。ロールプ

レイにおいて実際に使用してみて、その使い易さ

が確認できたが、通訳者のレベルや疾患に応じて

評価項目の内容と数を調整した方が良いことも

わかった。今後は、これらの点を踏まえ、評価シ

ートを改良していく必要がある。 
 
4.海外のエイズ対策に関する情報収集と研究成果
の発信 
（1）台湾と中国の NGOの取り組みについて調べ
た。インターネットや SNS は活動を実施してい
く上で重要なツールとして活用されていた。日本

で利用できる HIV 関連サービスについて、彼ら
の持っているネットワークを通して広報しても

らうことは可能の様であった。そのような広報を

しても対応出来るように、日本側の体制作りが急

がれる。 
	 リオ五輪においては、開催期間中に、選手や関

係者、観光客に対してコンドームの大量配布や、

外国人が ART 紛失した際の対応プロトコールの
作成といった、五輪開催時の特別な対応も行われ

ていたが、HIV検査、PEP、ARTの処方について
は、通常の保健医療サービスの仕組みにより対応

がなされていた様である。東京五輪に向けて、ま

ずは東京都内において在留/訪日外国人への HIV
検査、PEP、ARTの提供を、日本人に対して提供
する場合と同様に提供できるように整備するこ

とが重要である。 
 
Ｅ．結論 

1 年度目は、留学生からの聞き取り調査、移民
の HIV 検査受検を促進するための介入方法に関
する文献研究、支援ツールの保健所と検査センタ

ーにおける試行、HIVと結核に対応できる医療通
訳者を育成するための研修、台湾・中国・ブラジ

ルの HIV対策、公開セミナーの開催を行った。 
留学生からの聞き取り調査の結果、日本語が比

較的できる学生でも、受診の際には言葉の壁を感

じていることがわかった。また、保健所や保健所

で HIV 検査を無料匿名で受けられることを知ら
ない者がほとんどであった。これらの結果を踏ま

え、2 年度目に予定をしている留学生対象の調査
で使用する質問票を作成したい。また、保健所で

HIV 検査を受けることができることを周知する
ための方策について検討したい。 
支援ツールについては、保健所や検査センター

から概ね良い評価を得られた。2 年度目は、担当
者からのフィードバックをもとに、より使いやす

く改良するとともに、ベトナム語、フィリピン語、

ビルマ語、ネパール語、インドネシア語も導入し、

その有用性を検討したい。 
通訳養成研修については、40人の参加を得られ

た。研修参加前後で比較をしたところ、HIVと結
核に関する知識は概ね改善したが、副作用に関す

る説明など、改善すべき点も明らかになった。そ

の後、中国語、ベトナム語、フィリピン語、ネパ

ール語の通訳者を対象にロールプレイを用いた

研修を行った。通訳者の経験に応じた研修構築や

通訳の評価方法の改善などの課題が見えてきた。

2 年度目は、これらの課題を踏まえつつ、研修プ
ログラムの改善と実施を行い、対象言語も拡大し

たい。また、研修を受けた通訳が研修の成果を発

揮し、さらに通訳としての力をつけていくために
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は、実際に通訳をすることである。自治体によっ

ては HIV については通訳者を利用する仕組みが
十分ではないため、HIVに関連する医療通訳者の
派遣の仕組みづくりについても検討したい。 
台湾と中国の NGO を訪問し、活動内容につい

てのヒヤリングを行った。両国とも ART を利用
できている者は概ねウイルス量を抑えられてお

り、課題としては本人が感染しているか否かを知

る割合を高めることであり、この点は日本にも共

通して言えることなのではないかと思われる。検

査へのアクセスを向上させるために、HIV自己検
査が導入されたり、導入が検討されていた。2 年
度目は、訪問した NGO を通して、日本で利用で
きる HIV 関連の情報を提供するための方策を検
討したい。また、近年日本に在留する人数が増加

しているベトナムやフィリピンの NGO とのネッ
トワークの構築を試み、多様なルートから情報を

提供できるような仕組みの構築を検討したい。 
東京五輪に向けて、在留/訪日外国人に HIV 検

査、PEP、ARTを通常の業務として提供できる保
健医療施設を増やしていくことが重要で、それが

五輪のレガシーとなるであろう。そのために、多

言語支援ツールや医療通訳の養成及びその派遣

のための仕組みを検討していきたい。 
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